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イソガイ株式会社は、その事業活動から生じる環境負荷を極小化するため、

常に最大限の配慮を致します。

同時に社業の発展に欠かす事のできない社員の労働意欲の向上を図るため、

労働環境の継続的な改善に努めます。

環境活動を通じて地域社会に貢献するとともに、

ステークホルダーの皆様の期待に沿えるよう企業経営に取り組む所存です。

上記の取組み実現に向けて、以下の７点に重点的な経営資源の配分を行い、

環境経営の継続的改善を誓約致します。

 ①二酸化炭素排出量の抑制

　　自動車用燃料の効率的利用及び消費電力の削減

 ②グリーン調達と販売の推進

　　社内用の備品や消耗品に関して環境に配慮した商品の優先的な購入

　　取扱う商品の中で環境への負荷低減に貢献する商品の積極的な推奨営業

 ③廃棄物等の分別の徹底及びリサイクルの推進

　　事務所から出る一般ゴミの分別・リサイクルと、最終処分を見据えた産業廃棄物の分別

 ④資源利用量の抑制

    事務所の紙の使用量及び水の使用量の削減

 ⑤環境関連法規の遵守及びその他の要求事項

　　社員の周知及び教育の徹底

 ⑥化学物質の適正管理

 ⑦衛生委員を中心とした社内労働環境の改善推進

また、この環境経営レポートは社内外に向けて公表致します。

有効期限 ： 次回改訂日まで

イソガイ株式会社

愛知県豊橋市岩屋町字岩屋下85番地

代表取締役 礒貝　寿彦

制 定 日  ：　2004年3月24日

改 定 日  ：　2019年6月28日
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環境経営方針



取組の対象組織・活動

組織の概要

（1）　社  名 ：　イソガイ株式会社

（2）　代表者　　　：　代表取締役　礒貝　寿彦

（3）　所在地

　　　・事務所（590.79㎡）/第１倉庫（420.43㎡） ：　愛知県豊橋市岩屋町字岩屋下85

　　　・第２倉庫（580.86㎡） ：　愛知県豊橋市岩屋町字岩屋下91－2

　　　・第３倉庫（266.55㎡） ：　愛知県豊橋市西口町字土橋37－23

　　　・第４倉庫（293.02㎡） ：　愛知県豊橋市岩屋町字岩屋下84－2

　　　・第５倉庫（281.71㎡） ：　愛知県豊橋市岩崎町字利兵1－14

（4）　環境管理関係の責任者、担当者及び連絡先

　　　・責任者： 代表取締役  礒貝　寿彦　　　・担当者： 白井　洋子

　　　・連絡先：（電話)　0532－61－5381　/　（ＦＡＸ)　0532－62－8190

（5）　事業内容

工業用・農業用ゴム・樹脂製品の販売及び加工、 　

工業用・農業用ゴム・土木建築用資材・部品の販売、　           

コンベヤベルト搬送用機器設備の販売及び施工

（6）　事業規模
2020年度 2021年度

(2020/9～2021/8) (2021/9～2022/8)

億円 61.88 71.52

人 93 92

㎡ 2,433 2,433

台 50 50

台 14 15

※燃料別の車輌保有台数も社員数と同様に捉えています

※年度は売上高、社員数など全て決算期9/1～翌年8/31にあわせております

（7）　会社沿革

1950年：礒貝ゴム商店として創業

1954年：礒貝ゴム商店合資会社を設立

1970年：ゴムセンター礒貝合資会社に社名変更

1988年：事務所及び第２倉庫を新設

1991年：第３倉庫新設

1997年：第４倉庫新設

2001年：イソガイ株式会社に改組

2002年：第５倉庫新設

2018年：事務所及び第１倉庫を建替

認証・登録の対象組織・活動

対象組織名   　： イソガイ株式会社

本社・第１倉庫、第２倉庫、第３倉庫、第４倉庫、第５倉庫

対象活動  　　　：　　 工業用・農業用ゴム・樹脂製品の販売及び加工、 　

工業用・農業用ゴム・土木建築用資材・部品の販売、　           

コンベヤベルト搬送用機器設備の販売及び施工

単位

売上高

※社員数は、1年間ののべ社員数の合計を、12（ヶ月）で割った数を採用しています
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保有車両（ｶﾞｿﾘﾝ）

保有車両（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ)

社員数

延床面積



実施体制 2021/9現在

（1）環境保全に関する組織チャート

（2）責任と権限
①代表者

・環境経営方針の策定、環境経営目標及び環境経営計画の承認

･環境管理責任者の任命

・毎年1回環境経営全体の取組を評価し、総括的な見直しを実施し、必要な指示を行う

・人員と設備と費用等の最終決定をする

②環境管理責任者

・環境経営目標・環境経営計画の立案

・環境管理に関するすべての管理

・代表者による環境経営システム・環境経営全体の取組の評価及び見直しの為の情報提供と報告

③環境管理担当者

・年4回、経理によるエネルギー投入量、廃棄物アウトプット、並びに資源利用量の数値確認

・年1回、環境経営に関するまとめを環境管理責任者に報告する

・年1回、環境経営に関する数値の報告会を兼ねた会議での、進行役・教育役

・環境経営レポート・記録・ＥＭＳを作成する。又、新たに必要な書類を（場合によっては経理と打ち合わ

　せをし）作成する

・関連法規の取りまとめ、遵守チェックを行う

・社内の環境保全の取組を進める上で、新たなルールが必要なときは（場合によっては責任者と打ち合

　わせをし）決定する

・環境管理全般に関わる機器及び備品の購入に際し、助言を求められた時は指示を出す

④経理

・環境保全の取組を進めるため、環境管理責任者及び管理担当の業務を補佐

・環境管理担当の指示により毎月チェックすべき数値の調査・記入・整理・保管

・グリーン製品を基本とした社内備品の選択、及び購入

⑤各管理責任者・管理者

・[二酸化炭素] ： 車両管理、安全運転管理、走行距離の把握、電気使用量の管理

・[廃棄物] ： 廃棄物の適正管理、産業廃棄物委託業者の現地確認

・[資源（水・紙）] ： 水及び紙資源の管理

・[化学物質] ： 化学物質の管理及、管理表の記入、保管（年度終了時に経理に返却）

化学物質緊急事態対応訓練の実施

⑤全従業員
・環境経営方針の理解と環境経営の取組の重要性を認識し、積極的に環境経営に取り組む

代表者
環境管理責任者

： (代表取締役)　礒貝　寿彦

環境管理担当者 ：　白井

安全運転管理者
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　(正) ：  青山
　(副) ：  金田・山口

・　各当番は率先して各種取組を推進する

 佐々木

エネルギー・環境数値管理 ：　経理

二酸化炭素管理責任者
古瀬

・　各掃除当番は事業所ゴミの分別実施の確認、重量の計測、清掃等を実行する

・　各当番は一般ゴミの分別実施の確認、重量の計測、省エネのチェックを実行する

管理者 ：　松坂 管理者 ：　野村

資源(水・紙)管理責任者
佐宗

化学物質管理責任者
天野

廃棄物管理責任者
佐宗



　　環境経営計画

　　　(1)二酸化炭素排出量の削減

①自動車用燃料に関して

・保有トラックの、ディーゼルからガソリンエンジンへの変更推進

･ハイブリッド車の採用を検討

・エコ運転（車両の急ブレーキ・急発進及びアイドリング・空ぶかし禁止）の徹底

・計画的な運転と日常点検

②電力に関して

・冷暖房運転時の室内温度管理の徹底（冷房時室温28℃、暖房時室温20℃）

・クールビズ、ウォームビズを励行

・無人室の照明、エアコンのスイッチOFFの徹底

・昼休みの事務所の消灯徹底（雨天は除く)

　　　(2)グリーン製品の積極的な活用

①備品としての購入に関して

・グリーン製品、もしくは再生利用可能な商品があれば、該当品を積極的に選択し、

　購入する

・社内清掃に使用する洗剤は詰替えパック品を使用

・トイレットペーパー、コピー用紙は古紙再生紙又はエコ商品とする

②販売に関して

・環境へ与える負荷の少ない新素材製品の情報を収集し、社員に教育するとともに

  お客様へその情報を随時お届けする

・上記に該当する商品の在庫化を進め、販売推進に役立てる

　　　(3)廃棄物等排出量の削減

①一般ゴミに関して

・分別を徹底し、リサイクルを継続推進

･水筒活用の奨励

②産業廃棄物に関して

・余分な端材を出さないよう、商品の整理整頓を徹底し、不必要な新品の出庫を抑制する

・社外からの梱包材の再利用の徹底

　　　(4)資源投入量の削減

①紙に関して

･裏紙等利用の徹底継続と縮小コピーの活用

・メールの活用

・紙の配布ではなく、回覧による情報の提供及び掲示板の活用

・カタログ等資料の共有化

②水に関して

・節水意識の喚起

・トイレ排水量、手洗い水の削減

　　　(5)化学物質の適正管理

・化学物質の管理者・保管場所の確定及び保管ルールの遵守

　　　(6)その他の取組

・環境経営方針及び環境経営計画の社内周知徹底

・緊急事態対応訓練の実施

・近隣への各種騒音発生防止の徹底及び指定近隣道路の通行規制の徹底

・月一回行う衛生委員会の実施内容の報告（回覧等）

・年一回、環境経営に関する報告会の実施（全体会議）
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環境への負荷の実績

2019年 2020年 2021年

(2019/9～2020/8) (2020/9～2021/8) (2021/9～2022/8)

二酸化炭素総排出量 〔電力・ガソリン・軽油〕（排出係数0.472） Kg-CO2 458,815 453,217 449,448

購入電力 ｋＷｈ 64,355 65,732 68,758

ガソリン Ｌ 130,181 132,452 128,168

軽油 Ｌ 49,000 44,536 46,374

再生利用量 t 5.9 5.6 4.8

熱回収量 t 2.1 2.3 2.0

再生利用量 t 18.3 15.5 13.8

最終処分量 t 20.7 19.6 16.2

上水 m3 513.2 499.6 494.4

総排水量 （公共用水域） m3 513.2 499.6 494.4

化学物質使用量 トルエン kg 128.7 83.2 126.7

資源使用量 紙 t 1.2 1.4 1.4

　　

エネルギー使用量

水使用量
及び総排水量
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一般廃棄物排出量

環境への負荷 単位

産業廃棄物排出量



環境経営目標とその実績

　　　(1)二酸化炭素排出量削減目標とその実績

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比-1.3％ 2020年度比-0.3％ 2020年度比-0.4％ 2020年度比-0.6％

7,474 7,213 7,206 7,192

実績値 7,573 6,284 ○ 2018年度より調整後排出係数0.472に変更し、

総排出量 ｋｇ-CO2 実績値 468,916 449,448 2021年度まで使用する

ＬＰＧ 　(2018年1月まで)　91 ― 2022年度より調整後排出係数は0.388に変更し、

電力 36,995 32,454 2025年度まで使用する

自動車 431,921 416,994 次年度より基準年度を2020年度に変更し、
基準年度の排出係数も0.388に合わせる（7,235）

      2005年度～2021年度実績の推移【二酸化炭素排出量】 電力の排出係数

～2010年度  0.378

 　　　　　　　 2011年度～  0.473

 　　　　　　　 2013年度～  0.516

 　　　　　　　 2014年度～  0.513

2018年度～  0.472

2022年度～  0.388

      2005年度～2021年度実績の推移【二酸化炭素排出量/売上当り】

二酸化炭素排出量以外での取り組み

　※購入電力一人当たり

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比-4.0％ 2020年度比-1.0％ 2020年度比-1.5％ 2020年度比-2.0％

32.2 22.6 22.5 22.3

排出係数
0.472

実績値 33.5 29.3 ○

　※自動車燃費

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比+4.0％ 2020年度比+1.2％ 2020年度比+2.0％ 2020年度比+3.5％

8.4 8.3 8.4 8.5

実績値 8.1 8.3 × 次年度より基準年度を2020年度とする(8.2)

基準年度

項　　　目 単位

目標値

排出量
対比

ｋｇ-CO2

ｋｇ-CO2

/億円

二酸化炭素
排出量

売上高当り

燃　　費
目標値

対自動車
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項　　　目

購入電力
社員

一人当り

項　　　目

単位

km/Ｌ
基準年度

基準年度

単位

次年度より基準年度を2020年度に変更し、
基準年度の排出係数も0.388に合わせる(22.8)

目標値
ｋｇ-CO2

/月 /人
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　　　　2005年度～2021年度実績の推移【購入電力】

　　　　2005年度～2021年度実績の推移【自動車燃料】

　　　(2) 廃棄物排出量及び廃棄物最終処分量の削減目標とその実績

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比-4.0％ 2020年度比-6.0％ 2020年度比-10％ 2020年度比-13％

0.826 0.65 62.0 0.60

実績値 0.86 0.51 ○ 次年度より基準年度を2020年度とする(0.69)

総排出量 ｔｏｎ 実績値 53.02 36.73 ※社外分7.76ﾄﾝは総排出量に含まず

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比-4.0％ 2020年度比-6.0％ 2020年度比-8％ 2020年度比-12％

0.326 0.30 0.29 0.28

実績値 0.34 0.23 ○ 次年度より基準年度を2020年度とする(0.32)

排出量 ｔｏｎ 実績値 20.98 16.15 ※社外分0.15ﾄﾝは排出量に含まず

　　　　2005年度～2021年度実績の推移【廃棄物】

基準年度
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項　　　目 単位

ｔｏｎ
/億円

項　　　目 単位

廃棄物等
総排出量

売上高当り

産業廃棄物
最終処分量

目標値
売上高当り

基準年度ｔｏｎ
/億円

目標値
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　　　　2005年度～2021年度実績の推移【廃棄物/売上当り】

　　　(3) 投入資源削減目標とその実績

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比-4.0％ 2020年度比-0.5％ 2020年度比-0.6％ 2020年度比-0.8％

0.468 0.444 0.443 0.442

実績値 0.487 0.450 ○ 次年度より基準年度を2020年度とする(0.446)

総投入量 ㎥ 実績値 549.8 494.4

　　　　2005年度～2021年度実績の推移【水資源】

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比-4.0％ 2020年度比-1.0％ 2020年度比-8.0％ 2020年度比-12％

19.51 22.01 20.46 19.57

実績値 20.32 18.53 ○ 次年度より基準年度を2020年度とする(22.24)

総投入量 Kg 実績値 1258 1,325

　　　　2005年度～2021年度実績の推移【紙資源】

-9-

基準年度目標値
売上高当り Kg /億円

項　　　目

基準年度

項　　　目 単位

紙資源
投入量

（ｺﾋﾟｰ用紙）

水資源
投入量
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　　　(4) グリーン購入目標とその実績

2017年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2017/9～2018/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2017年度比+3.0％ 2020年度比+0.3％ 2020年度比+0.5％ 2020年度比+0.8％

96.4 97.5 97.7 98.0

実績値 93.6 97.3 ○ 次年度より基準年度を2020年度とする(97.2)

(5) 環境配慮型商品の調達目標とその実績

2015～17年度 2021年度 達成 2022年度 2023年度 2024年度
(2015/9～2017/8) (2021/9～2022/8) 状況 (2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

2020年度比+2.0％ 2020年度比+4.0％ 2020年度比+6.0％

26.9 27.5 28.0

実績値 25.3 27.9 ○ 次年度より基準年度を2020年度とする(26.4)

72,755 80,347
/287,887 /287,358

(6) 化学物質の適正管理

2022年度 2023年度 2024年度
(2022/9～2023/8) (2023/9～2024/8) (2024/9～2025/8)

○化学物質の適正管理 適正管理 適正管理

千円
実績
金額

項　　　目 単位

2015～2017年度
平均比+4.0％

26.3
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項　　　目
2021年度

評価
(2021/9～2022/8)

メーカー３社における
環境配慮型商品の比率

（金額ベース）

％

基準年度
（平均比）

社内備品のグリーン比率
（金額ベース）

目標値

基準年度

項　　　目 単位

％
目標値



環境経営計画の取組結果と評価

◎よく出来た　○出来た　△さらに取組が必要　×出来なかった

目標 項目 取組内容（具体的方法など）
実施
状況

取組評価

冷暖房時の室温管理の徹底 ○

ブラインド等の利用 ◎

クールビズ・ウォームビズの励行 ○

無人室の消灯 ○

事務所の昼休み消灯の徹底(当面昼休み交代制の為消灯なし) ―

ガソリン車への変更及び買替 ○

買替時のハイブリッド車の購入推進 ◎

エコ運転の徹底、指導 ○

計画的な運転及び日常点検 △ さらに徹底する

分別の徹底 ◎

水筒活用の奨励 ◎

在庫商品の整理整頓

　（余分な端材をださない。不必要な新品の出庫を抑制）

過剰梱包の抑制 ○

梱包材の再利用 ○

節水意識の喚起 ○

トイレ排水量・手洗い水の削減 ◎

裏紙等再利用の徹底 ◎

メールの活用推進 ○

掲示板・回覧版の活用 ○

カタログ・資料等の共有化 ○

グリーン製品の積極的な選択購入 ◎

洗剤等詰替えパック品の使用 ◎

トイレットペーパー、コピー用紙は古紙再生紙又はエコ商品を使用 ◎

環境配慮型商品の情報収集と社内教育

　（メーカー等による勉強会や説明会の実施）

環境配慮型商品の在庫化等 ○

適正管理の定期的確認 ◎ 定期的に確認されている

指定近隣道路の通行規制徹底 ◎

各種騒音発生防止の徹底 ◎

内部コミュニケーション ○

その他（地域貢献など） △

次年度の取組内容

　　　　・次年度の取組内容は、別紙（環境経営目標及び環境経営計画推進管理表　文書番号：Ｙ-06）

　　　　　の項目に基づいて目標を定め、取組みを実施する。

ガソリン車1台買替・軽油車1台増車・1台
ハイブリッド車に変更で現在ハイブリッド
車は9台となり、次年度の燃費に期待。

ホース類を巻物からカットする際の新た
なルールを設定し、端材減少による廃棄
する処分量を減らす取組を実施。

都度実施されている

取組はよく実施されている

分別は実施されている
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二
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排
出
量
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引き続き取組を実施していく

都度検討できている

消費電力

自動車燃料
使用量

一般廃棄物

産業廃棄物

環
境
配
慮
型
製
品

環境配慮型商品
の販売促進

化学物質の適正管理

廃
棄
物
排
出
量
削
減

水使用量

紙使用量

投
入
資
源
削
減

そ
の
他

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

厳守されている

徹底されている

◎

△

グリーン製品
の購入率ＵＰ

取組は実施されているが、FAX受信増な
どにより紙使用量は増加



文書番号：　Y-06

環境経営目標及び環境経営計画推進管理表（ 2022年9月～ 2023年8月）

目標及び取組内容 具体的方法など 推進責任者

消費電力削減

冷暖房時の室温管理の徹底 ・温度計にて室温を管理し、ｴｱｺﾝを調整 昼当番

(冷房時28℃、暖房時20℃) ・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ等の利用、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾌｧﾝ・網戸設置 全員

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ､ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを励行 全員

無人室の消灯  ※ﾄｲﾚ・収納庫にｾﾝｻｰﾗｲﾄ、ﾄｲﾚ換気扇に自動運転を採用 全員

 ※事務所-LED照明を採用

事務所の昼休み消灯の徹底 ・2020.4.15～当面昼休みを交代制にしたことにより消灯なし 昼当番
　

自動車燃料使用量削減　

ｶﾞｿﾘﾝ車への変更及び買替 ・購入の都度検討 社長

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の購入 ・購入の都度検討 社長

エコ運転の徹底 ・各車輌にｽﾃｯｶｰ表示 営業全般

・担当者による指導(入社時) CO2管理責任者

計画的な運転 ・配達ﾙｰﾄの合理化、荷物引取業務の効率化(基本ﾙｰﾙ設定) 営業全般

日常点検 ・空気圧ﾁｪｯｸ、ｵｲﾙ・ﾌｨﾙﾀｰ交換、ﾀｲﾔﾛｰﾃｰｼｮﾝの実施 営業全般

廃棄物排出量削減

廃棄物削減 ・分別の徹底→分別ｺﾝﾃﾅ設置済 全員

・水筒活用の奨励 全員

・在庫商品の整理整頓 全員

・過剰梱包の抑制→ﾒｰｶｰや仕入先に協力要請 全員

・梱包材の再利用→保管用の専用ｺﾝﾃﾅを設置済 全員

・ﾘｻｲｸﾙの推進 全員

水使用量の削減

節水意識の喚起  ※ﾄｲﾚ手洗自動水栓取付 経理

ﾄｲﾚ排水量、手洗い水の削減  ※ﾄｲﾚ流水音発生器設置 経理

紙使用量の削減

裏紙等再利用の徹底 ・裏紙再生紙保管場所→（再生紙ﾄﾚｰ）設置済　・封筒の再利用 全員

ﾒｰﾙの活用推進 ・名刺にｱﾄﾞﾚｽ明記→済 全員

掲示板・回覧版の活用 全員

ｶﾀﾛｸﾞ・資料等の共有化 ・専用棚を設置済　・資料、書類の電子化で共有 営業全般

ｸﾞﾘｰﾝ製品の購入率UP

備品及び消耗品等のｸﾞﾘｰﾝ製品への切替 ・ｸﾞﾘｰﾝ製品の積極的な選択購入 経理

・洗剤等詰替えﾊﾟｯｸ品を使用 経理

・ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ、ｺﾋﾟｰ用紙は古紙再生紙を使用 経理

グリーン商品の販売促進

環境配慮型商品の情報収集と社内教育 ・ﾒｰｶｰ等による勉強会や説明会の実施 営業全般

環境配慮型商品の在庫化 ・検討しながら進める→一部商品から既に実施 営業全般

教育・訓練・関連法規

ｴｺｱｸｼｮﾝに関する報告会議 ・環境経営報告を兼ねた全体会議（年1回） 環境管理責任者

ｴｺｱｸｼｮﾝに関する新人教育等 ・環境経営方針の理解と取組についての認識他 環境担当

ｴｺｱｸｼｮﾝに関する特別教育 ・資格取得・更新のための講習会への参加 該当者

ｴｺｱｸｼｮﾝに関する中間見直し ・9月・12月・3月・6月に実施 環境担当･経理

化学物質の管理 ・ルール策定済 加工部門

緊急事態対応訓練 ・化学物質・消火訓練（手順の有効性の確認） 加工部門･全員

関連法規等の更新チェック他 ・6月・12月チェック。報告書提出 環境担当

コミュニケーション

指定近隣道路の通行規制徹底 ・新人は入社の都度指導 環境担当

各種騒音発生防止の徹底 ・各種機器へのｽﾃｯｶｰ表示と指導(新人は入社の都度) 全員

内部コミュニケーション ・朝礼・掲示板・社内ﾒｰﾙ・目安箱等の活用 環境担当

外部コミュニケーション ・コミュニケーション記録 全員
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環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（1）関連法規などの遵守状況 実施日 ： 2022/6/8

　　　　　・２０２１年９月～２０２２年８月の遵守状況は以下の通りであり、また、関連法規の改正、変更等に関し、
　　　　　　関係各所に問い合わせをして確認いたしました。

関連法規等の名称 適用内容 該当項目等 遵守状況

一般廃棄物、産業廃棄物(金属くず・ゴム類・廃プラ類・木屑類）

マニフェスト、マニフェスト交付状況報告書
産業廃棄物委託業者の現地確認

防火管理者の設置、消火設備の設置･点検 消火器
危険物指定数量1/5未満の保管管理 トルオール（トルエン）

保守点検、清掃、法定検査 浄化槽
浄化槽を撤去する場合は30日以内に廃止届を提出 浄化槽使用廃止届出書

安全運転、交通規則の厳守
近隣生活道路の使用を自主的に規制

機器の使用時間
駐車場内空ふかし、アイドリング禁止

特定化学物質使用量の把握（対象事業者に非該当） トルエン
ＳＤＳシートの提供

トラック、バン
自動車使用管理計画書、実績報告書

判断基準の遵守 電気、ガス、ガソリン、軽油
特定建築物における省エネ基準の遵守 建築物(300㎡以上)の新築、増改築時の省エネ措置に係る届出

家電リサイクル法 排出家電製品の適正処理 テレビ、冷蔵庫、洗濯機、ユニット型エアコン ○

小型家電リサイクル法 使用済小型家電製品の適正処理 パソコン、携帯電話、カメラ、カーナビ他 ○

フロン類の適正管理・点検・記録の保存 パッケージエアコン室内機及び室外機、スポットエアコン
廃棄時の行程管理票の交付及び保存 行程管理票

オフロード法 特定特殊自動車の排出ガス抑制 フォークリフトの定期検査、日常点検 ○

労働安全衛生法 衛生委員会の設置 毎月1回開催し、議事録作成 ○

グリーン購入法 環境配慮型物品等の購入の推進 備品及び消耗品等 ○

廃棄物の適正な処理の促進に関する条例 事業者の責務 ○

県民の生活環境の保全に関する条例 事業者の責務 ○

廃棄物の処理及び再生利用に関する条例 事業者の責務 ○

豊橋市火災予防条例 防火管理 ○

その他の要求事項 取引先のグリーン調達ガイドライン ○

　　　　　･環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規等は遵守されていました。

（2）違反、訴訟等の有無

　　　　　・環境関連法規等の違反、訴訟等は過去３年間ありませんでした。

　　　　　・また、関係機関及び近隣からの指摘や苦情等もありませんでした。

フロン排出抑制法 ○

○

浄化槽法 ○

ＰＲＴＲ法

ＮＯｘ・ＰＭ適合車の使用自動車NOx・PM法

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

廃棄物の適正処理 ○

○

○

○

○
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○

愛知県条例

豊橋市条例

近隣への自主的規制騒音規制法

消防法

道路交通法 トラック、バン

省エネ法



代表者による全体評価と見直し・指示

実施日２０２２年１２月２９日

代表取締役 　礒貝 寿彦
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対自動車の燃費を除き、概ね目標を達成できたことは喜ばしく思います。
その一方で、目標の達成・未達成に対する外的要因の影響の大きさを、活動を長
く続けるほど実感いたします。

今期も目標達成に向け、乗用車を1台ハイブリッド車へ買い替えしましたが、納期
が長いだけでなく、思うように注文する事さえままならない状況で苦労いたしまし
た。

例に挙げた車の買い換えに限らず、弊社の場合、仕入先様・販売先様ともに弊社
より規模の大きな企業様である事が多く、残念ながら弊社が主導できる部分は多
くありません。根拠に基づいた目標を設定する事がなかなか難しく、歯がゆい思
いをする事も多々あります。

とはいえ、「継続は力なり」という言葉もございますので、弊社なりの活動を地道に
継続する事により、社会における弊社の役割を全うしてまいります。

昨今の不安定な世界情勢、為替の変動、燃料の高騰、部品不足、人手不足と
いったコストアップ要因が2022年度以降も継続するものと予想されます。そうした
厳しい経済環境ではございますが、社員教育に努め、環境に配慮した企業活動
を継続する所存です。

次年度につきましては、環境経営目標・環境経営計画は変更し、それ以外の変更
はありません。


